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● 診 断

●見た目に母趾が外反している場合に外反母趾を疑います。

●正確な診断はX線撮影で行います。

●外反母趾角が20度以上で外反母趾と診断する場合が多いです。

● 治 療

保存治療
●母趾を外側へ圧迫するような靴の使用を避けます。

●運動療法として、足ゆびを開くような体操を行います。手を使って外反母趾を矯正する方向へ母趾
を動かす運動のほか、足の筋力で足ゆびを開く体操、ゴムひもを使った体操（Hohmann体操）な
どがあります。

●装具療法として、足の土踏まずや横アーチを高くした足底挿板や、外反母趾の矯正装具を用います。

手術治療
●変形の矯正には、最も効果が期待できます。

●保存治療を行っても効果が十分でない場合に手術治療を行います。

●骨切り術により外反母趾を矯正します。通常は中足骨を骨切りします。

●母趾以外にも変形や痛みがおよんでいる場合には、そのゆびに対し
ても手術が行われることがあります。
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足の筋力で足ゆびを開く運動 Hohmann体操 足底挿板
ゴムひもを両母趾にかけた状態で足の間の距離を広げる
ことで、外反した母趾が矯正される方向へ動かします

上記の例の手術後４ヵ月のX線写真
骨切り部（矢印）はすでに骨が癒合しています。骨切
り部を固定した金属ネジは、その後抜去しました

外反母趾のX線写真（左足）
母趾の骨と中足骨（矢印）とのなす角度を外反母趾角
といいます（この例では30度）
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